
児童の実態
●新体力テストの結果が毎年低下している
●遊びは室内ゲームやインターネットが多く、運動に消極的で携わる機会が減少

◎体つくり運動を通して、「時間・空間・仲間」の意識付けとして言葉掛けを繰り返したり、運動プログラムの構成を考えさせたりし
たことは、運動を生活に取り入れるきっかけとなり、自然と体を動かす雰囲気をつくり、運動の意欲の向上につながると感じた。

◎他領域とのつながりを意識して指導をしたことで、児童は、他領域の基礎的技能でもある走･跳･投の３つの運動の体験をした。
できる運動が増えたことで、運動の土台づくりになり、意欲も向上したと感じた。

○個人の運動課題とグループで構成した運動プログラムが合っていない児童もいた。個人の運動課題を設定する際に、どのよう
な運動を行えば運動課題を改善できるのかを考えさせることで、運動課題と運動プログラムのずれが少なくなると考えられる。

社会の現状
●運動する子・しない子の二極化
●遊ぶ「時間」「空間」「仲間」の減少
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意欲的に運動に取り組む児童の育成
-運動する『時間･空間･仲間』の三つの『間』に着目した体つくり運動の指導の工夫を通して-

目指す児童像：運動を楽しむ雰囲気を自らつくり出そうとする児童

子供たちが興味を
もつような運動を取り
上げ、名称を付ける

【時間】
短時間でできる

【空間】
少しのスペースで

できる

【仲間】
友達や家族と一緒に

できる

◎運動を工夫する視点
人数、回数、距離、時
間、姿勢、用具、方向
などを変化させる

個人の課題を踏まえた
運動プログラムを考える

経験してきた運度を組み合わせて
運動プログラムを作成しよう時間：20秒運動＋休憩10秒を2回、3セット

空間：たたみ2畳分くらい

仲間：友達や家族と一緒にできる

◎運動の行い方

手立て② 動きを工夫する視点を提示し、「やりたい動きができた」という達成感を感じられるような活動の設定

自己の運動課題に対する振り返りシート

手 立 て ① 運 動 遊 び を 体 験 さ せ る た め の 工 夫


